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　　麗．　一■　∈　、．　　　　　　　　　遡∈翻雛

　　　　　　　　　　黄道光課報告（1937年2月分）

　　　　　　　　　　　　課長　荒木健児

　蹟二君，佐野君，大石君，本田君のf甲山がある．最も盛に活動したのが岐

言忌の廣瀬君で，西天6個と鋤日照2個とがある．本団：君の1観測と比して考へ

ると，最も明るい出現を見ぜる2月の？rj天が今年は非常に淡く，殊に中旬は

例年の雫分或はそれ以下であった．廣瀬君は細い月を遮蔽して観測したが，

室温が冴えてをれば可能らしい。東天は佐野君と本田君とtcより調べられて

みるが，銀河があって困難を極め，本田君は黄道光ではあるまいといひ，佐

野君は確かに黄道光であるといひ，判然しない．

　9日の夕，廣瀬君と佐野君とが期せずして同時槻測になってみるが，明る

さの記録に驚．くべき差違があるのは興味深い．これは金星の妨害にもよるの

であらうが，爾地方の心象的條件の差違が大いに關乱してみることを暗示し

てみる．

　黄道光の眼硯槻測は，一定の土地で黄道光の中心線の位置に主力を注げば，

永年の連績槻測は誠に意義深いものがある．観測を希望する諸君は瀬戸観測

所に申込んでほしい．氣象との木部から，糎尊者の地方分布を必要とする今

日である．よろこんで御相談にのる．

　　　　　　　　　　遊星面課月報（3月）

　火是協同観測は已に開始された．前田氏i枚，渡途氏3枚，木邊課長2枚の

スケッチがあり，蓮河も敏個認められて居る．4月に入って見取圖は激増す

る豫定．
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　火星と共に木星が少し邊れて東天に昇るから，火星を見て飴裕があれば木

星の見取圓もとって頂き度い・爾，木星は赤道帯の憂色期に近付きつつある

時だから特に赤道帯の色彩に注意され度V・，今月より火星中央経緯：度表と共

に，木星の赤道帯（System　D及共他の帯漁猟（System　Dの中央経度表をも

併せ掲げる事としたから利用され度い・（伊達）

「

鳩
9
T
S

m
に
罪
S

C
｝
（

1

三
木

m
於
S

4
4
4
4
4
4
4
4
2
2
2
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
4
2
0
8
6
4
2
0
5
3
1
9
0
6
6
1
1
7
3
3
1
1
7
2
1
2
　
2
　
1
3
1
2
　
1
3

ア
S

一
1
一

り
9
濯
S

翌
m
把
獅
S 一

置
．
一
」
1
2
5
8
1
5
8
2
5
8
2
5
9
0
　
　
巳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
8
8
8
9
9
9
0
0
0
1
1
王
0
9
4
3
8
3
3
8
7
2
1
6
9
0
　
　
2
　
　
1
・
3
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ヨ
　
　
エ

C
卸
（一
　
I
I

星
木

m
艶
外
S

＄
7
6
6
6
6
5
5
5
5
4
4
0
　
．
　
．
　
　
　
・
　
。
　
，
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
・
8
6
6
嚢
8
Q
黙
湯
壷
。
δ
　
ー
ウ
0
1
2
　
　
2
　
　
1
9
り
一
り
」

「
目
－
　
F
　
．
　
－

翌

恥
9
浬
S
£

狙
紀
罪
S

q

1

星
木

m
に
残
S

4
3
2
2
1
1
⑪
0
9
9
8
8
0
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
「
　
　
　
●
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
・
3
1
9
7
5
3
1
9
6
4
2
0
7
7
2
2
8
4
4
9
9
5
5
1
2
　
　
り
馴
　
　
1
3
1
2
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　但し，木星中央経度表中6月の分は会部日本中央標準時7hの値．

　木星の経度移動表（時，分の移動）は・伊達幹事宛御申込下さい．省，木星経

度はSystem　Iは1分聞｝（：0。6。，1時聞に36．60，　System　llは1分聞に⑪．6。，

ユ時間に36．3。移動ずる・
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　今圓は久し振りで佐野英生氏の槻測を得た．同時は先年長らく微光流星の

観測家として盛見幸三氏等と共に活躍されてるたのであるが，個入的の事情

でしばらく槻測を中止されてみた．今同居を敦賀港大島の妙顯寺内tcうつさ

る製に及び再び氏の活躍を見るに至ったことは大きなよろこびである・次に

新発明者として下の方を迎へた，

　　　　京城府漢江通16の96　　　　實方雅雄氏

　　　　　　　　　×　×　×　×
　9月には特に顯著な活動を示した流星群はなかった．たy“　18日朝小愼和枝

氏の糊測されたべルセウスη流星群（α＝＝42。，δ＝＋450）はやし著しいもの

であった．吉井氏が％日朝観測された激者座X流星群は1933年9月稻垣（東

京），勝浦（南米）の2氏が見られたものと全く同一の流星群である．

　lO月下旬のオリオン座流星酵

　この流星群は宇野，小舟（孝），小馬（和），山田，佐野，安武の諸氏によっ

てよく観測された．この流星群の今隅の出現が異常のものであっt’eことは観

測者のすべてが驚v・たことであって，その結果の概要は天界189號及びブレ

テン325號に獲表した通りである．長野縣諏訪の青木IF三博氏もこの群の観測

をされ，其の結果を諏訪中學の科學會誌15號に獲表されてみる・

　吉井氏ぱ10月12日～17日に亙って羊座ξ附近から故射する一流星群を連

日追跡され，共の輻射鮎が下記の如く東方移動をすることを嚢見された．

　　　　　月日（萬寸時）　　　　　荒径　　　　　赤緯

　　　　　10月11．51　H　　　　　　　31　　　　　　＋12

　　　　　　　13．54　　　　　　　　　　35　　　　　　　　十11

　　　　　　　14．54　’S7　十10
　　　　　　　：16．52　　　　　　　　　39　　　　　　　十10

　又24，25日の爾朝宇野氏は牛座流星群（α＝54，δ＝十16）を注意されてる

る．
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　　　　　　　　　攣光星課報告（39）

　　　　　　　　　　　倉敷小山秋雄

1936年11月一一　1937年3月の観測報告数　（天界188號の績き）

氏　　　名
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襯購・　・55い…・・い3i・1・
観測劃・7・116・6・5・・8・323・3・「・6・・ 7・’i”L　6 17 632

　詳細は槻測月報（希望者は小山に申込まれたし）を見られたい．此の間廣瀬
アサネカタ

實方，松橋の3氏を新に迎へ得た．

　自鳥座x星

　ミラに次いで明るくなる此の星は本年は5月初に極大に達する豫定である．

週期413日で，早朝でなV・と見えないのは惜いが，双眼鏡があれば樂に目測

できる．星圖は申込次第尽る．別圖は／咋年の極大のもので，今津績氏の嵩

かれたもの，昨年の極大は西井宗一氏の目測しか手許に報告は來なかったが

3月中旬で5」等級に達したらしV．

　　　　　　　　　　　白鳥座z星の1935年初の極大
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（1937年3月）太陽課黒潮相封数報告
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8　22 6　14　12　121 2，h一，

12　12　17　21 20 15 10 12目数

均 112　96　111　93　93　83　154　S2　71　一　50r 170　75　69，

●清水氏の篇眞観測はイタリック字髄の7日．

●久保氏の詳細なるスケッチの他今月は堀田氏からも同様なスケッチの報告がありまし

　た。

●野口氏，沓掛氏から毎月黒貼の概略の緯度が報告されてるます，


